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九
月
二
九
日
、
一
八
時
か
ら
中
小
企
業

セ
ン
タ
ー
で
、
尼
崎
安
全
セ
ン
タ
ー
第
二

七
回
総
会
を
行
い
ま
し
た
。
各
労
組
・
団

体
、
ア
ス
ベ
ス
ト
疾
患
患
者
と
家
族
の
会
、

安
全
セ
ン
タ
ー
Ｏ
Ｂ
、
一
般
参
加
者
な
ど

計
五
三
名
が
集
い
ま
し
た
。 

メ
ン
タ
ル
不
調
、
問
題
で
す 

 

二
〇
一
五
年
度
、
交
流
会
と
し
て
「
人

間
関
係
か
ら
み
た
職
場
の
現
実
」、「
パ
ワ

―
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ

う
！
」、「
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
と
セ
ク
ハ 

                

       

ラ
対
策
の
状
況
は
？
」、
講
演
会
と
し
て

「
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
に
ど
う
対
応
す
る

か
」
を
取
組
み
、
と
に
か
く
メ
ン
タ
ル
不

調
対
策
、
具
体
的
な
一
つ
と
し
て
ス
ト
レ

ス
チ
ェ
ッ
ク
制
度
に
つ
い
て
何
度
も
に
議

論
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。 

 

二
〇
一
六
年
度
は
引
続
き
ス
ト
レ
ス
チ

ェ
ッ
ク
に
関
す
る
交
流
に
力
を
入
れ
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
ア
ス
ベ
ス
ト
関
連
活
動
や
、
事

故
・
災
害
報
告
、
安
全
衛
生
委
員
会
の
取

組
み
に
つ
い
て
の
交
流
な
ど
も
行
い
ま
す
。 

 

総
会
終
了
後
、「
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
制 

                

度
の
課
題
と
対
応
」
を
テ
ー
マ
に
ア
ト
リ

エ
エ
ム
代
表
・
産
業
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
三

木
啓
子
さ
ん
に
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

体
の
検
診
と
ち
が
っ
て
、
労
働
者
に
受 

診
義
務
の
な
い
“
心
の
検
診
”
で
す
が
、 

正
直
に
回
答
で
き
る
職
場
の
体
制
・
雰
囲

気
が
あ
る
か
、
個
人
情
報
は
確
実
に
守
ら

れ
る
の
か
、（
対
応
で
き
る
）
産
業
医
の
意

見
を
会
社
が
尊
重
す
る
か
、
集
団
と
し
て

の
分
析
結
果
を
有
効
に
活
用
で
き
る
か
等

の
課
題
を
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。 そ

し
て
、
ス 

ト
レ
ス
チ
ェ
ッ

ク
を
一
つ
の
入

口（
一
次
予
防
）

と
し
て
、
長
時

間
労
働
や
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
の
防

止
に
つ
な
げ
て 

                

い
く
こ
と
が
重
要
と
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。

す
ぐ
れ
た
講
演
に
質
問
・
意
見
も
多
く
出

ま
し
た
。 

 

ど
こ
の
労
組
も
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て 

い
く
の
か
、
い
け
ば
よ
い
の
か
と
い
う
段

階
か
と
思
い
ま
す
。
安
全
セ
ン
タ
ー
で
一

緒
に
考
え
ま
し
ょ
う
。 

         

日
本
に
お
け
る
職
場
の
重
大
災
害
は
低

下
し
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
ア
ス
ベ
ス
ト
に

起
因
す
る
健
康
被
害
な
ど
は
い
っ
こ
う
に

減
る
気
配
が
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
尼
崎
で

も
ク
ボ
タ
周
辺
だ
け
で
な
く
、
中
小
零
細

の
石
綿
工
場
と
そ
の
周
辺
住
民
の
健
康
被

害
も
目
に
見
え
て
き
ま
し
た
。 

私
た
ち
は
、
全
国
安
全
セ
ン
タ
ー
や
患

者
と
家
族
の
会
と
共
に
石
綿
救
済
法
の
見

直
し
や
、
科
学
物
質
の
規
制
を
め
ぐ
る
問

題
や
労
災
申
請
の
認
定
等
に
力
を
入
れ
て

き
ま
し
た
が
、
被
害
者
や
遺
族
の
深
刻
な

生
活
は
な
か
な
か
改
善
さ
れ
ま
せ
ん
。
ま

た
こ
の
一
年
、
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
の
取

り
組
み
が
各
事
業
所
で
始
め
ら
れ
て
き
ま

し
た
が
、労
働
組
合
と
し
て
課
題
も
多
く
、

こ
れ
か
ら
の
対
策
と
改
善
が
大
切
で
す
。 

こ
の
一
年
も
、
地
道
に
職
場
の
安
全
衛

生
の
改
善
を
原
点
に
取
組
み
ま
す
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 
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「
全
国
過
労
死
を
考
え
る
会
」
な
ど
の

尽
力
で
、「
過
労
死
等
防
止
対
策
推
進
法
」

が
で
き
、
初
め
て
政
府
が
「
過
労
死
等
防

止
対
策
白
書
」
を
閣
議
で
決
定
し
ま
し
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
二
〇
一
五
年
度
に
過
労

死
九
六
件
、
過
労
自
殺
（
含
未
遂
）
九
三

件
。
勤
務
問
題
を
原
因
の
一
つ
と
す
る
自

殺
は
二
一
五
九
件
に
も
の
ぼ
る
と
い
う
こ

と
で
す
。 

積
水
ハ
ウ
ス
、
住
友
生
命
… 

昨
年
三
月
、
大
阪
地
裁
で
積
水
ハ
ウ
ス

が
、「
パ
ワ
ハ
ラ
自
殺
」
と
訴
え
た
遺
族
と

六
〇
〇
〇
万
円
で
和
解
し
た
事
件
。
二
〇

〇
一
年
入
社
、
当
時
三
五
歳
の
「
男
性
は

一
一
年
九
月
一
日
夜
に
職
場
を
出
て
か
ら

連
絡
が
取
れ
な
く
な
り
、
同
七
日
に
大
阪

市
内
の
淀
川
で
水
死
体
で
見
つ
か
っ
た
」

（
毎
日
）
と
あ
り
ま
す
。
上
司
か
ら
電
話

な
ど
で
「
辞
め
て
し
ま
え
」
「
死
ね
」「
給

料
泥
棒
」
と
罵
声
を
浴
び
せ
ら
れ
て
い
た

と
、
遺
族
が
訴
え
て
い
ま
し
た
。 

同
じ
大
阪
地
裁
で
、
一
三
年
一
二
月
に

も
パ
ワ
ハ
ラ
訴
訟
の
和
解
が
あ
り
ま
し
た
。

住
友
生
命
が
五
〇
代
の
出
張
所
長（
女
性
）

に
四
〇
〇
〇
万
円
を
支
払
い
和
解
し
た
と

い
う
も
の
で
す
。
女
性
は
男
性
上
司
か
ら

「
組
織
を
潰
す
ん
か
」「
所
長
の
せ
い
」「
あ

ほ
ち
ゃ
う
か
」「
所
長
を
降
り
ろ
」
と
長
時 

      

間
叱
責
さ
れ
う
つ
病
を
発
症
し
、
体
調
が

戻
ら
ず
退
職
。
慰
謝
料
や
逸
失
利
益
を
求

め
、
提
訴
し
て
い
ま
し
た
。 

そ
の
前
の
六
月
に
は
神
戸
地
裁
で
神

鋼
検
査
サ
ー
ビ
ス
（
高
砂
）
を
訴
え
た
遺

族
に
対
し
、
安
全
配
慮
義
務
違
反
が
あ
っ

た
と
し
て
、
三
〇
〇
〇
万
円
の
支
払
い
を

命
じ
る
判
決
が
あ
り
ま
し
た
。
自
殺
し
た

労
働
者
は
五
二
歳
、
男
性
。
原
発
や
火
力

発
電
所
の
検
査
を
担
当
し
、
最
大
月
一
四

〇
時
間
を
超
え
る
残
業
な
ど
で
う
つ
病
を

発
症
、
二
〇
〇
六
年
一
月
に
「
仕
事
に
悩

み
、
上
司
に
悩
み
、
疲
れ
ま
し
た
」「
会
社

に
殺
さ
れ
た
！
」
と
遺
書
・
メ
モ
を
残
し

て
ホ
テ
ル
で
自
殺
し
て
い
ま
す
。 

西
日
本
高
速
道
路
、 

そ
し
て
ま
た
し
て
も
電
通
で
… 

今
年
の
一
月
に
は
神
戸
新
聞
が
「
西
日

本
高
速
で
男
性
過
労
死
」「
時
間
外
勤
務
月

一
七
八
時
間
、
退
勤
八
分
後
に
出
勤
」
と

伝
え
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
労
使
間
で
始

め
か
ら
過
労
死
ラ
イ
ン
を
超
え
る
月
九
〇

時
間
の
残
業
協
定
が
結
ば
れ
て
お
り
、
実

際
は
そ
れ
も
オ
ー
バ
ー
、し
か
も
不
払
い
。

時
間
外
労
働
の
制
限
時
間
を
決
め
る
三
六

協
定
を
厳
格
に
し
て
、
退
勤
し
て
か
ら
次

の
出
勤
時
間
ま
で
の
間
を
休
息
と
生
活
の

た
め
に
充
分
に
空
け
る
こ
と
（
イ
ン
タ
ー

バ
ル
制
度
）
を
義
務
付
け
な
い
と
、
過
労

死
は
止
め
ら
れ
ま
せ
ん
。
西
日
本
高
速
道

路
会
社
は
新
名
神
高
速
道
路
の
工
事
で
も

橋
げ
た
の
落
下
な
ど
死
傷
事
故
を
続
発
さ

せ
て
お
り
、
今
月
、
兵
庫
労
働
局
か
ら
取

り
組
み
強
化
の
緊
急
要
請
も
さ
れ
て
い
ま

す
。 東

京
高
裁
で
は
今
年
九
月
に
東
芝
に

六
〇
〇
〇
万
円
の
損
害
賠
償
を
命
じ
る
判

決
を
出
し
ま
し
た
。
訴
え
て
い
た
の
は
、

埼
玉
県
深
谷
市
の
工
場
で
液
晶
生
産
ラ
イ

ン
の
開
発
を
担
当
し
て
い
た
重
光
由
美
さ

ん
（
五
〇
歳
）。
長
時
間
労
働
で
う
つ
病
を

発
症
し
、
二
〇
〇
四
年
九
月
に
解
雇
さ
れ

ま
し
た
。
同
じ
九
月
に
大
阪
労
働
局
は
、

「
和
食
さ
と
」
「
す
し
半
」「
に
ぎ
り
長
次

郎
」
等
を
運
営
す
る
「
サ
ト
レ
ス
ト
ラ
ン

シ
ス
テ
ム
ズ
」
に
対
し
て
、
約
六
五
〇
人

へ
の
時
間
外
未
払
い
賃
金
（
一
四
、
一
五

年
分
）
約
四
億
六
〇
〇
〇
万
円
を
支
払
わ

せ
ま
し
た
。
そ
の
直
前
、
七
月
に
は
是
正

勧
告
に
従
わ
な
か
っ
た
Ａ
Ｂ
Ｃ
マ
ー
ト
が
、 

             

労
基
法
違
反
の
長
時
間
労
働
で
“
ブ
ラ
ッ

ク
企
業
”
と
し
て
、
東
京
労
働
局
か
ら
東

京
地
検
に
書
類
送
検
さ
れ
て
い
ま
す
。 

そ
し
て
つ
い
最
近
、
私
た
ち
に
衝
撃
を

与
え
た
の
は
、
広
告
代
理
店
最
大
手
電
通

の
新
人
社
員
二
四
歳
女
性
高
橋
ま
つ
り
さ

ん
の
う
つ
病
発
症
・
過
労
自
殺
（
一
五
年

一
二
月
）
の
労
災
認
定
（
九
月
三
〇
日
付
）

で
す
。
一
九
九
一
年
同
じ
電
通
で
入
社
二

年
目
の
男
性
社
員
が
過
労
自
殺
し
、
二
〇

〇
〇
年
最
高
裁
判
決
を
受
け
て
遺
族
に
一

億
六
八
〇
〇
万
円
の
損
害
賠
償
と
謝
罪
を

し
た
こ
と
は
、
過
労
死
の
企
業
責
任
を
認

め
さ
せ
る
闘
い
の
先
駆
け
と
な
り
、
少
し

で
も
こ
の
問
題
に
関
心
を
持
つ
人
な
ら
、

知
ら
ぬ
人
は
い
な
い
は
ず
で
す
。
そ
れ
が

ま
た
し
て
も
電
通
で
…（
一
〇
月
一
四
日
、

東
京
労
働
局
強
制
調
査
に
入
る
） 

 

一
昨
年
の
安
全
セ
ン
タ
ー
総
会
で
私

た
ち
は
こ
ん
な
話
を
し
ま
し
た
。組
合
員
、

愛
（
合
）
が
な
け
れ
ば
た
だ
の
組
員
と
。 

             

人
間
一
人
ひ
と
り
の
誰
も
侵
す
こ
と
の
で

き
な
い
人
権
を
認
め
る
こ
と
。
労
働
組
合

に
と
っ
て
も
こ
れ
が
何
よ
り
大
切
な
こ
と

で
す
。 

（２）                                                 2016年 10月 20日                      E-mail: a4p8bv@bma.biglobe.ne.jp 

コラム 労働者の自由 
 

うちの工場には、ダサイからといって会社の支給してくれる紺色の作業着を着ないで、わざわざ私服のジーパン

と上着で仕事をしている人がいます。もちろん安全のために会社が指示している足筒と手甲はしているのですが。

喫茶店のマスターのようなひげも愛嬌です。そこへ最近は「尼崎市１００周年」の記念バッジまで着けています。

大企業の工場の人はあり得へんと言うんですが、労働者の自由も認めてくれないとね。（労働組合のバッジ着けて仕

事してる人、いる？） 

二
〇
一
六
・
一
〇
・
八 

毎
日
新
聞 

私
た
ち
は
許
さ
な
い
、 

死
に
い
た
る
労
働
を
！ 

 


